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第 1章緒 言 
ぜグミン D (V.D)が{匂偉病に奏効する事は云う迄もないが，大量の V.D療法を行ふも其
治療効果の挙らない特殊な仰倭病も存在するO 何故に V.D療法に抵抗するか其理由は未だ解
明の域に達せず， Albright等の述べる如く普通の拘偉病に何か或る内図的要約の加はったも
のがあるに相違なく，一方亦物質代謝異常を伴ふ事が知られて居るO 斯かる所謂 V.D不応性
イ匂倭病を内因性向{婁病(1)と呼んで居る。此中には次の如きものが含まれるO 即ち腎性的健病， 
慢性アチド{ヂスに依る)，(Nephrocalcinosis氏症候群，腎石次症を伴ふイ匂偉病Fanconi
イ匂倭病，肝性的偉病，チスチン尿症 CCystinosis)，ヅエリアキ戸性的偉病， 並に之等を除き
全く典型的な向偉病であるに拘らず， V.D vこ全く反応しない特殊な V.D不応性的偉病が寄
在し， 之を狭義の或は絶体的不応性的倭病 (absolute refraktare Rachitis，resistent 
rickets，refractory rickets.)と呼んで居る(2)。
本症の原因は未だ解明の域に達せず， Albright等くりは本症を長期間観察し，血中 V.D量
は正常なる事から V.D吸収不全に依るものではないとし， V.Dクリスグリンを静注しても
其効果の無かった事から， V.D vこ真に抵抗するものと述べた。 イ句{婁病の場合一般に上皮小体
の機能充進のある事が認められ， 之は二次的のものである之されい)(5)(6)， Albrightも其症例
で上皮小体を摘出精査し，其機能充進を認めたが，之は二次的に起ったもので此状箆が本症の
原因ではないと結論して居るO 
Highman，Hamilton等のは大量の V.D投与を行ったに拘らず， 燐代謝の反応が非常に
遅く，本症は V.Dの利用能力が消失する為に依るものと考へた。 
Robertsonくりは本症は腸管よりの燐の吸収に応ずる或は腎に於ける燐再吸収に応ずる酵素
系の機能障碍に依ると考へ，大量の V.Dは此酵素を生産するものであると考へた。 
Warkany(9)は血中 V.D不足では無く， V.Dが普通の仰偉病に対する如く血液電解質に
働きかける事が出来ない為であるとした。
佐野・松田(10)等は 1年 11月の女児で如何なる拘偉病治療にも抵抗せる本症剖検例に就
き，凡ての内分泌腺に著明な萎縮像を認めて居る。
主主に緒方及び其門下に依り唾液腺内分泌説が提唱され，唾液腺ホルモンは骨塩代謝と密接旦
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重要な関係を有する事が明らかにされたる今日，骨塩代謝障碍に依り化骨不全を主徴とする所
の向偉病に於て，特に絶体的不応性的倭病に於て唾液腺内分泌臓器に何等かの障碍が容在する
のではなからうかと思考する事は妥当の如く考へられる。
一方向偉病の予防或は治療に拘読ま酸及び其塩類が用ひられる様になり，拘機酸とイ七骨機転と
の問題が研究せられ，其効果のある事が一般に認められる様になった。
如斯拘楊酸並に唾液腺ホルモン(パロチン)の何れもがイ七骨機転に関与する事から著者(20)
は先づ之等を正常白j誌に投与して骨塩代謝並に骨中放射性燐移行の両面より検索し，其併用効
果を確認し得f.:_(明。
そこで今回は実験的向倭病に於て V.D・パロチン・拘憾酸併用投与を読み，其骨塩代謝に
及ぼす影響を検索し，イ匂倭病と唾液腺内分泌との関係の一端を知らんとした。
第 2章実験材料並に実験方法
生後 4週の同腹自鼠を夫々 Steenbock-Black
拘偉病食で飼育し，実験的に拘偉病を起きせ，第 3
週より拘偉病無処置対照群 (Rと略)5匹， f匂偉病
メチロン投与群(バロチン 0.001mg/g連日 10回
注射 R.Pと略)4匹， イt偉病 V.D投与群 (V.D
とり Natelson法(17)に依り定量を行った。
第 3章実験成績並に者按
.第 1節実験的向健病に於ける V.D・パロチシ
.拘機酸併用の骨中無機質に及ぼす影響。
第 1項灰分量
灰分量は新鮮重量に対する重量百分率で表はし， 
100単位隔日 5回注射 R.D)5匹，拘健病 V.D・ 水分量は新鮮重量と乾燥重量の差とし，有機分量は
バチロン投与群 (V.D100単位隔日 5恒]，バロチ
ン 0.001mgjg連日 10回注射.R.D.P) 4匹，拘僕
病 V.D・ノミロチン・拘齢、酸扱与群 (V.Dメロチ y
は上記同様注射し， 食餌に 4%の割に拘機酸添加 
R.D.P.Cと略)4匹の 5群に分ち， 10日後一斉 
に殺し，上時骨を採り，骨端部骨幹部に分ち，別報
(20)に述べたと同方法に依り， 其灰分量， Ca. P. 
Mgを定量した。
骨中拘搬酸量は大腿骨を骨中無機質測定時と同様
処置し乾燥重量を秤量後乳鉢中にて粉砕し，之を
アルコール及びエーテルにて脱脂肪後，骨重量の
50~60 f吉の 25%三塩化酷酸を定量的に注ぎ乍
ら再度乳鉢中で!轄砕後，目盛付きスピッツグラス
に定量的に移入し，水槽中で、 1000C 1時間煮沸し
蒸発した水分量を之に加へ遠沈後，上澄液 1ccを
乾燥重量と灰分量の差とし，何れも新鮮重量に対す
る重量百分率で表はしたの
成績; 第 1表。灰分量は骨幹部の方が骨端部に
i七し多<， 者群を比較すると R.D.P.C群最大， 
R.D，P群， R.D群， R.P群の順に小となり対照群
が最小で、ある。 
水分量は灰分量と逆の関係があり，有機分量は灰 
分量は灰分量水分量程一定の差は認められぬ。
考按;佐々木(15)は正常白鼠にノミロチシを投与し
亦著者。りは拘機酸及び拘搬酸・バロチン併用投与
し，骨中灰分量の増加する事を認め，拘搬酸単独よ 
りバロチンを併用せる場合の方が優る事を認めた。
然るに拘偉病に於てはバロチン単独では灰分量の増
加は殆ど見られず， V.Dと併用し始めて共効果が
認められ，即ち V.D単独投与に比し更に其増加が
第 1表実験的拘偉病白鼠の各群に於ける骨中灰分量比較(%)
五五~次分量子j(5J向 
灰 分 
骨端部|水 分 
有機分 
灰 分
骨幹部 l水 分
有機分 
19.42 
62.46 
18.12 
39.05 
41.71 
19.24 
R.P 
(4匹平均〉 
19.81 
62.44 
17.75 
39.68 
41.26 
19.06 
D|RDPIRDPC
(5匹平均) I(4匹平均) I(4匹平均〉
20.86 
60.96 
18.18 
41.01 
41.0 
17.99 
21.0 
60.63 
18.37 
21.33 
60.47 
18.20 
41.30 
40.61 
18.09 
41.43 
40.18 
18.39 
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第 2表実験的和!偉病白鼠の各群に於ける骨中 Ca量比較 (mg/g)
端 剖: 
R. R.P I R.D jR.D.P lR.n.p.Cぷ *
1 
2 
3 
4 
5 
51.83 
54.95 
50.47 
48.45 
5105 
51.40 
50.05 
54.90 
52.05 
一 
54.32 
52.47 
55.52 
51.70 
56.99 
60.90 
55.62 
5804 
53.0 
58.94 
57.60 
60.90 
57.73 
一
平均j51.35 j 52.10 1 54.0 1 56.89 I 回 59 
認められ，且拘機酸を併用すると骨中灰分量が最も
増加の傾向のある事が見られ， V.D・バロチン・拘
機酸の併用効果が認められた。即ち拘偉病に於ては 
ノミロチシは V.Dと併用する事に依り，始めて骨中
灰分量の増加を来きしむるもので，之は V.Dに依
り腸管より Caの吸収が促進され，バロチンは之を
ば骨への沈着を促進するもの L如き作用があると考
へられる。
第 2項 ニカルシウム， Ca. (第 2表〕
以下述べる骨中 Ca，P，Mg量は各骨組織新鮮重 
量 19中に含まれる mg数で表はした。
成績;各群共に骨端部より骨幹部に多〈含まれ，
且骨端部，骨幹部共に各群に差があり， R.D.P.C 
最大， R.D.P，R.D，R.Pの順に小となり， Rが最
小で、あり， R と R.Pとは大差が折、い。
考投;佐々木は正常白鼠にバロチシを投与し'骨中
Caの増量を認め，バロチンは Caの骨への沈着を 
促進するものであると考へ， 亦著者(20)は正常白鼠
にバロチ Yと拘機酸とを併用投与し，拘撤酸単独投
与に比し更に骨中 Caの増量する事を認めた。
本節の向偉病白鼠に於てはバロチシ投与に依り骨
中 Ca量は，拘偉病対照群と骨端骨幹何れの部分も
大差なく， V.Dと併用して始めて V.D単独投与
¥"-. @.I \~戸 l 骨幹部
自ヘ "'1-一一一一一一一!	~I R. I R.P r R.D !R.D.P !R.D.P.C 
1 114.0 134.24111.08 126.03 122.06 
2 119.10 108.]6 122.18 127.78 1260 
131.79 131.55 135.79101.67 115.343 
4 105.66 112.42 12447 126.65 131.65 
5 108.72 123.88 一
平均(1蜘 3!]山oj附 7 i127.01 I 131.92 
に比し，更に骨中 Ca増量が認められた事は，拘偉
病に於てはバロチンは V.Dの存在のもとで始めて
Caの骨への、沈着が促進されるもの主考へられ，結
局 V.Dは腸管よりの Caの吸収を促進しバロチシ
が之をば骨への、沈着を促進せしむる作用を有するも
のと考へる。一方拘機酸が{匂健病白鼠の骨灰分量を
増量せしむる事は， Hathway，Meyer(IfO等が証明
し， 且著者側〉は正常白鼠に於て拘搬酸が骨中 Ca
を増量せしむる事を認めた事等より，本成績に於て
V.D・バロチ Y併用に比し更に拘搬酸を併用せる場
合に，骨中 Ca量が最も増大した事は，共併用の合
理性の妥当なる事を証明し得・るものと考へる。
第 3項燐， P. 
成績;第 3表。燐は酸溶性総燐の意とする。平
均値をみると， Caと同様骨端部より骨幹部に多く
且各群に差が有り，骨端部骨幹部共に R.D.P.C最 
が最小R聞に小となり1のR.P，R.D，R.D.P大，
を示し， Rと R.Pの骨端部燐量の差は少い。
考按;佐々木(15)は正常白鼠にノξロチシを投与し
骨中燐増量を認め，メロチンは Ca同様骨への燐沈
着を促進するものならんとし， 著者向。〉は拘檎酸単
独投与時に比し，バチロンを併用すると更に骨中燐
増量を認め，共併用効果を認め得た。
第 3表 実験的イ句健病白鼠の各群に於ける骨中 P量比較 (mg/g)
端 官5ぷR. 骨R.P 1 R.D IR'J)'P IR.D.P.C 
1 22.85 23.41 
2 25.80 21.52 
3 21.90 25.06 
4 19.70 24.13 
5 23.15 
25.80 
25.95 
25.16 
22.30 
27.54 
28.30 
24.75 
27.25 
23.70 
一
26.40 
27.30 
25.70 
28.88 
一 
平均!ム 681--23~53r25.35 j26.0 I 27.07 
，同 幹 部Eち
I R.D IR.D.P !R.D.P.C長
57.72 61.73 60.5856111 
52.96 63.0 

3 

58.722 56.30 
64.3858.48 60.6551.70 
4 51.64 56.12 61.56 
5 
60.30 
59.7053.60 一
平均!日 87I 56.32 I 60.22 1 ωI 
一 
64.06 
60.0 
64.10 
62.80 
一
62.74 
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木節の何億病白鼠に於てバロチ y単独投与群は，
特に骨端部の骨中燐量は対照群と大差無く， V.Dと
併用し始めて V.D単独投与より更に増量を認め，
之は Caの場合と同様の見解に依るものと考へら
れる。 一方拘機酸が骨燐沈着作用を有する事を認
めく20)， 如斯事より V.Dバロチン拘機酸併用投与 
は骨燐沈着の上に最大効果を示Lた事は，之等併用
の合理性を証明し得るものと考へられる。
第 4項 マグネシウム， Mg. 
成績;第 4表に示す如く， Ca，P等と同様の傾
向を示した。
考按;佐々木いのは正常白鼠にバロチシを投与し，
骨中 Mg増量を認め，亦著者(20)は拘読ま酸とパロチ
ン併用は， 拘機酸単独投与時より更に骨中 Mg量
の増加を認めた。本成績に於て骨r'TMg量が Ca，P
と同一傾向を示した事は， Ca並に P等と同様の
見解に依り説明されると考へる。
第 5項小 括;
同腹白鼠を Steenbock-Black拘棲病食で飼育
し，之等を無処置対照群，拘僕病パロチ Y投与群，
絢偉病 V.D投与群， f句僕病 V.D・パロチシ群，
拘偉病 V.D・バロチシ・拘機酸群の 5群に分ち，
上陣骨を採り更に骨端部骨幹部に分ち，各灰分量，
Ca，P，Mg量を定量し次の成績を得た。即ち灰分
量， Ca，P，Mg共に V.D・バロチン・拘機酸併用
投与群最大で， V.D・バロチン投与群，、 V.D投与
群，ノミロチン投与群の)!慎に小となり，対照群最小で、
且パロチγ投与群と大差が無い。
対照群の骨端部骨幹部に於ける各無機質を 10と
して， 各群夫々比較図示すると第 1図の如くであ
るo
第 2節実験的拘偉病に於ける V.D・バロチシ
併用の骨中拘機酸量に及ぼす影響。
第 1項骨中拘機酸量
骨中拘機酸量は乾燥骨 100g中に含まれる mg
数で表はした。
~ 幹 部一」」Jl-H
R.P 1 R・D jR.D.P !R.D・P.C山 lIR竺リ一一iミ一円ト R R. 
1 3.47 3.46 3.60 3.19 3.82 
2 3.56 3.28 3.36 3.72 3.50 
3 2.82 3.48 3.85 3.88 4.0 
4 3.18 3.30 3.50 3.57 3.68 
5 3.42 一 3.49 一 一
2.58 2.83 2.93 2.781 2.55 
2.41 2.702， 2.85 2.662.82 
2.71 2.95 2.90 2.902.173 
3.182.30 2.70 2.704 2.11 
2.972.305 一
平均I2.39 I.2.50 2.83 j 2.86 I2.88 平均J 3.29 j 3.38 j 3.56 I3回 j 3.75 
第 1団実験的拘偉病白鼠の各群に於ける骨中無機質比較
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成績; R.D.Pが最大で各群に差が有り， R.D， 
R.C.P，R.Cの順に小となり Rが最小で，特に R.D 第 8表 千句健病白鼠の各群に於ける骨中 
の Rに対する増加率はR.C，R.C.Pの其れに対す Mg量 (mg/g乾煉骨〉
るより著しく，更にR.D.P於ては最も著明に増量 よ司~. __1 R.C -r C.
している事が認められる。(第 5表〉
1 3.38 5.40 
R.
5.87 5.37第 5表実験的拘偉病白鼠の各群に於ける 2 
4.70骨中拘機酸量 (mgj100g乾燥骨〉 3 4.90 
釘王町R.D.P 
4.43 5.89 6.20 
6.20 6.06 6.47 
5.93 6.26 5.80 
4 4.52 5.53 5.52 6.19 6.25 
平均I4.62 j 5.30 1 .5.52 I 6.10! 6.18 
第 4項考 按; 
Hamilton，Dewer(19) 等は実験的拘健病白鼠に
拘搬酸及び共塩類を投与し， 骨端部 X 線像並tこ骨
群IR. IR.C IR.C.P IR.D IR.D.P 
白鼠 "'-.1 
1 3.32 4.08 4.15 4.92 4.89 
2 3.84 3.85 4.40 4.55 4.88 
3 2.75 4.20 5.55 5.60 
4 2.93 4.31 4.37 4.98 5.15 
平均j3.21 I4.11 I4.37 j 5.00 5.13 端隔を測定し，亦 Hathway，Meyer(18)等は骨灰
分量の測定~Vこ依り， 夫々其効果を確認した。 Bur.‘ 
第 2項灰分量
meister(16)は{句懐病白鼠にどガントーノLを投与し'.
灰分量は骨乾燥重量に対する重量百好率で表は 
l手仁1:1拘機酸の増量を認め，骨中灰分量も勿論増加し
し，其平均値を見ると， R 42.18%， R.C 43.69%， 
し 
ムμ
骨と
たくる 機部た拘成へ
形考
畳一に を充事謝い代な質主物及鉱にる比けの於 らあ恐ではれ之'現めの認進治氏 
仏'rLOL
ー い 下  Mv 乱の山内MF7ZRD吻けい
M
浜
日明に，りPR
ょ
るくすし
w w尻対著RD4i7-RCP の増'
く率主加 劃
4h1'R8J
群に各:
ノ
なは
RcP こ対
一方著者側)は正常白鼠に拘機酸とパロチンを併
更に R.D.Pに於ては最も著明である。
第 3項骨中無機質 (Ca.P. Mg) 
乾燥骨 19中に含まれる mg数で表はした。
成績;Ca. P. Mg共に R.D.Pが最大で R.D， 
R.C.P，R. Cの順に小となり， Rが最小である。
(第 6，7，8表〉
第 6表拘偉病白鼠の各群に於ける
骨中 Ca量
¥群¥ R. IR.C 
白鼠 "'-.1 1 
1 141.71 150.10 
2 155.09 155.0 
3 154.04 153.05 
4 152.23 148.01 
IR.C.P [ R.D IR.D.P 
1 
151.63 152.91 
148.81 153.80 
156.80153.90 
155.13152.42 
，161.17 
161.42 
162.50 
162.07 
臼6I附3引|附4附1i平均 即 引l 引1
第 7表拘偉病白鼠の各群に於ける骨中 
P量 .(mg!g乾燥骨〕
京~\ R. IR.C J R.C.P IR.D IR.D.P 
1 75.36 76.60 
2 78.0 78.26 
3 750 74.37 
4 74.10 79.05 
78.13 80.41 83.47 
82.70 78.92 82.75 
82.83 83.33 80.90 
79.86 82.70 87.32 
平均175.62 j77.07 J 80.88 j81.34 1 83.61 
用し，骨塩沈着の促進さる L事を知り，更に拘偉病
白鼠に於ては，バロチンは V.Dと併用すると始め
て骨塩沈着促進作用を現はし，更に拘説家酸を併用す
る時に最も其効果の大なる事を知り，之等併用の合
理性を証明し得た。
本成績に於ける骨中拘機酸量は拘機酸単独及び拘
機酸・バロチシ併用に依り増量を認めるが， V.D 
投与に依り著明に増量し，更に V.Dにノξロチンを
併用せる場合に一層増量を認める所から， B.urmei‘ 
ster(l(j) の云へる如く骨中拘搬酸の増量が化骨機転
の旺感なる証拠であるとするならば，千句偉病に V.D
とパロチンを併用する事は， V.D単独療法に比し
更に効果的なる事と考へられ，共併用療法の合理性
を認め得るものと考へる。
一方拘機酸単独投与によっても骨中拘機酸の増量
する所より，之が併用は更に効果を大ならしむる事
は明らかな事で、ある。
次に骨灰分量並に骨中無機質に就いて見ると，共
に拘機酸単独投与， 拘機酸パロチシ併用或は V.D
単独投与に依り夫々之等増量を見るが，骨中拘機酸
の:堵加率に比較すれば軽度であり，然るに V.Dと
パロチン併用投与に於ては， 骨中拘機酸のみなら
ず，他者?と比し著明な骨塩増量が認められる。
前述せる如く V.Dに依り骨中拘撤量の増量する
-590- 千葉医学会雑誌 第 30巻、 
事は化骨機転の旺J盛なる事と推測されると云ふ事， D.P)の 5群に分け， 大腿骨を採り，各々の拘機
亦佐々 木(15)はノξロチンは骨中拘織酸の増量を来さ 酸量，灰分量， Ca. P. Mg量を定量し， 次の成績
しめると述べた事等より， V.Dもバロチyも共に を得た。 
作用機序は異るが，之等併用は V.D単独投与に比 1) 骨中拘搬酸量:各事?に差があり， R.が最小で、 
し骨塩沈着を促進し，一方拘搬酸其者が骨塩沈着促 が最大R.D.P闘に大となり，)1のR.D，R.C.P，R.C
進作用を有する事から，之等三者併用は其効果を一
層大ならしむる事は明らかであり，骨中拘機酸量の
面から之等併用の合理性を更に解明し得たものと考
へられる。
第 5項/ト括
生後 4週の同腹白鼠を Steenbock-Black拘偉
病食で飼育し，実験的にイ句偉病を起きせ，之等を向
偉病対照群 (R)，千句偉病拘機酸投与群 (R.C)，拘
偉病拘機酸・ノミロチン投与群 (R.C.P)，向偉病 V.D
投与群 (R.D)，千句偉病 V.D・ノミロチン投与群(R.
を示し， 且 R.Dの Rに対する増加率は無機質の
夫れに比し，著明にして， R.D.Pの夫れは RDよ
り更に著しい。 
2) 骨中無機質 (Ca，P，Mg)並仁灰分量
之等は総て同傾向を示し， Rが最小で R.C， 
が最大を示しR.D.P聞に犬となり)1のR.D，R.C.P
且 R.D.Pは他群に比し差が大なるを認めた。 
3) 各群の骨中拘搬酸量並に無機質の無処置対照
群に対する増加率を図示すると第 2図の如くであ
る。
第 2図 実験的.f句偉病白鼠の各群に於ける骨中拘搬酸量，並に骨中無機質比較
(各群の対照群に対する増加率〉
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第 4章総括並に結論 
V.D不応性的偉病の治療に関する研究の基礎実験として，イ匂倭病白鼠に於て， V.D・パロチ
ン・拘機酸併用の効果を骨塩代謝並に骨中杓機酸量の面から検索し，次の事を知った。 
1) イ匂偉病白鼠を無処置対照群， V.D 投与群，パロチン投与群， V.D・パロチン併用投与
群， V.D・パロチン・拘機酸併用投与群の 5群に分け，上!持骨骨端部，骨幹部の次分量， Ca. 
P. Mg量を比較すると，何れも V.D.バロチン・拘椴酸併用に於て最大を示し， V.D・バロチ
ン併用， V.D単独投与，バロチン単独投与の"院に小となり， 無処置対照群が最小を示し旦之
←第	 5号 千葉医学会雑誌 591-
とパロチン単独投与とは大差が無し、。即ち，パロチン・杓機酸の併用効果を認め得7こ。 
2) {I匂倭病臼j誌を無処置対照群， 杓椴酸投与群，杓機酸・パロチン併用投与群， V.D投与
群， V.D・パロチン併用投与群に分ち，大腿骨中拘機酸量，8<分量， Ca，P，Mg量を比較す
世'
ると，之等何れも V.Doパロチン併用投与に於て最も増量し，且此場合拘椴酸量の対照群に対
する増加率は，骨中無機質の共れより著しく大であり，之は骨化機転の旺盛なる事と解せられ
るO
以上の事実より，腸管に於て Caの吸収を促す V.Dと，燐特に有機燐の吸収を促す拘格安酸
と，血中の Ca，P.の骨への移行を促すと思ばれるパロチンとの之等作用機序は異るが，化 
i-と考へ:8骨機転に重要な役割を演ずる所の三者を併用す-る事はイ句{婁病治療に極めて合理的なる
られ，特に V.D不応性的倭病に対して試みるべき治療法と考へられるO
本研究は文部省科学研究費に依るものである。
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腔の謝意を表します。

主要文献 
1) Caffey: Brenneman's Practice of Pedia‘ 1936. 

trics. 4，1952. 10)佐野，松由: 児科誌， 46，下，昭 15.
 
2)和久井，佐野: 児科誌， 53，4，昭 24. 11)緒方知三郎: 鉄門戦時特輯号， 5，昭 18.
 
3) Albright: Amer. J. Dis. Childr. 54，529， 12)緒方知草郡: 日本臨床， 2，1，昭 19.
 
1937. 13)緒方知三郎: 医学綜報， 1，5，昭 21.
 
4) Higgins: Amer. J. Dis. Childr. 54，1937. 14)滝沢珪衣郎: 臨床医学， 35，6，昭 26.
 
5) Caffey: Brenneman's Practice of Pedia、 15)佐々木哲丸: 日児学会誌) 57，7，昭 28.
 
trics. 4，1952. 16) Burmeister: Z. Kinderhk.，73，3H 1953. 

6) Mitchell-Nelson: Text. Book of pedia- 17) Natelson: J. biol.Chem. 175，745，1948. 

trics. p. 410，1950. 18) Hathway: J. Nutrit.，17，419，1939. 

7) Highman: J. Pediatr .9，56，1936. 19) Harmilton: Amer. J. Dis. Childr. 54; 

8) Robertson: 	 Amer. J. Dis. Chi1dr. 64， 548，1937. 

948，1943. 20).佐藤恒好: 拘機酸・パロチン併用の無機代謝

9) Warkany: Amer. J. Dis. Childr. 52，831， 並びに骨塩代謝に及ぼす影響.

